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数(つまり n +DK) によって基本的住宅タイプが示されることと明らかに異なっているo
(4)前室である客室は，共同性をもった外部空間と一体的な機能を果たす一方で，住宅内部におけるプライパシー空間
の分離ないし隔離の作用をもつことを明らかにしているo
(5)住宅集合を構成す忘それぞれの住宅において 3 つの基本空間の配列の可能性を確保し，さらにその前室と共同性を
もった外部空間とを一体的に連結することによって，プライパシーとコミュニティ活動の共存を住環境の不可欠な
条件とするジャワの人々の生活様式に適合した住宅計画が可能であることを示唆している o
以上のように，本論文は，ジャワ島都市の住宅の内部空間に一貫して見られる空間の 3 分割性の傾向および住宅の
内外の空間の一体的なリンケージの形成を住環境における地域固有の空間秩序として導き出し， これを住宅計画に導
入することによって，ジャワ島都市の集合住宅地等の計画住宅地においてプライパシーとコミュニティ活動の共存を
可能とする提案を行っており，環境工学の発展に寄与する所大であるo よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める o
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